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＜連絡事項＞

・5/21（日）は病院庶務が居ませんので、21日分の発注は前日の20日土曜日と一緒に発注お願いします
＜患者様連絡事項＞

・中市　正治様～療養環境変更目的にて東C5号室→南Dユニットへ移動となっている。

・木村　美智子～療養環境変更目的にてＣ2号室→西病棟へ移動となっている。

・水梨　孝純様～相談事業所ボイス・青明舎or糸・ご両親来院。

地域移行支援の有効期限が4月で切れたことに伴う面談。

今後の退院支援についての話し合いなりました。

· 本田　英之様～本日、16時に両親・田名部Ｄｒ、成田ＮＳで面談実施。

　　　　　　　　　本人が副作用や幻覚が残る割りに眠気が強いという理由で内服を続けたがらない為、両親より服薬を継続できるようなサポート体制を整えて欲しいと希望あり。

両親は自立支援の利用を検討しており、本人も同意している。父様は盆頃の退院を希望している。
＜ベット移動＞

· 袴田　将志様～東A10→東A15号室

· 木村　格治様～東A8→東A10号室

· 新堂　寿子様～東B2→東A8号室

· 石橋　ヒデ子様～南A114→東B2号室

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。股間が重くなると訴え聞かれメコバラミン拒薬あり。声高さなく穏やかに過ごされている。開放中のトラブルはなく対応時の易怒性もなし。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

· 畑中　成夫様～終日隔離中。妄想神発言や易怒性、粗暴性はない。引き続き　　　　　　　　　　　　　　　　　

精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

· 新堂　寿子様～買い物を出来ない事に苛立ち、スタッフへの粗暴行為あり。

　　　　　　　　Ｂユニット2号室→東Ａユニット8号室へ14時終日隔離となる。

　　　　　　　　隔離後はドア蹴りし不満が聞かれている。

　　　　　　　　主治医から最低限の日用品を購入するように説明して了解している。
＜要注目患者様＞

・小笠原　澄子様～帰宅要求きかれテンキーいじりあり。介入時の易怒性はない。

・桑原　幸一郎様～内服の困難あり、本日昼から臨時薬中止。ＤＩＶ同内容で7日分処方となる。バイタルサインの異常はないが、痰絡みあり一時的に酸素飽和度下している。吸引後は90％以上を維持できている。面会時に孫様から病状説明希望あり、スタッフから説明している。

・聖前　偉三郎様～バイタルサインの異常はないが、湿性咳嗽、痰絡みあり適宜吸引施行し白色痰多量に吸引。多動・多弁さあり、介入している。マスクを外す事頻回あり主治医に報告し、酸素を止めて様子観察するようにと指示あり。酸素止めて酸素飽和度96％あり中止となる。

· 池野　功一様～点滴を止めてＭ-Ｔ留置し経管栄養開始指示あったが本日、12：30分に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高熱体温40℃あり、酸素飽和度低下みられる。振戦あり意識低下している。主治医に状態を報告し経管栄養・内服・食事止め、胸部ＸＰ・頭部のＣＴ・採血の指示あり施行している。点滴は本日よりタゾピペ点滴追加、他同内容で7日分処方。

· 小田　恵一郎様～食事を部屋で食べようとする為、声掛けしている。ベットの枕下に御　　　　　　　　　　　　　　　　

飯を隠すことあり介入要している。

・小笠原　ウメ様～食事は声掛けにて主食1/3・副食1/3摂取している。服薬の拒否なし。他者とのトラブルや帰宅要求なく落ち着いて過ごされている。
　

＜深澤Dr患者様診察情報＞
· 澁谷　兼一様～安定して過ごされている。メマリー15→20ミリに増薬している。他同様        

内容にて6日分処方。














· 佐々木　たま様～安静度は基本ベット上で、患部の症状が落ち着くまでとする。

· 鈴木　吉男様～退院後の環境調整していく。家族担当ケアマネへ相談するように伝えて　　　　　　

いる。定期変更なし。

· 小笠原　澄子様～被害妄想顕在、臨時薬はロラゼパム（0・5）6Ｔ→3Ｔへ減薬、同内容　　　　　　　　　　　　　　

にて7日分処方となる。

・下村　慶子様～やや食事量低下あり、点滴7日分処方。持参薬は中止し、臨時薬へ切り替え、7日分処方。出来る限りで離床を進めていくよう指示あり。

・船田　泰子様～臨時薬はルネスタ（3）→（2）へ減量、デパケンＲ（400）→（800）増量となり、他同内容で7日分処方となる。

＜新入院患者様＞

日　　時：5月17日　13:30

　病棟病室：東病棟Bユニット　3号室

　氏　　名：上野　千奈津様

　生年月日：昭和48年10月31日　43歳

　性　　別：女性

　主病名　：統合失調症

　入院形態：任意入院

　主治医　：田名部Ｄｒ

　

　（経過）

当院3回の入院歴あり（③H27.3.25～H27.6.6）

平成29年2月8日入院中の父が死去。以降、幻聴の訴えが強く情動が不安定となっていた。4/19の診察予約に来院され、4/21訪問看護「五福」職員訪問時、薬の飲み忘れや幻聴・妄想に左右された言動があり、「初恋の人に会いに行く」と東京へ日帰りするなどの衝動的行為が生じるようになり食事、服薬管理不十分、通院も途絶えがちになる。4/22五福スタッフ同伴で母様と受診。薬剤調整し状態落ち着いたが、以後受診されず症状再燃。症状改善目的で5/17（水）13時30分、東Bユニットへ任意入院となる。
入院後は、「家に泥棒が入ってカンロ喉飴を盗まれた。」と妄想発言聞かれている。

他者とのトラブルなし。

・買い物カードなし。私物発注はＯＫ。

· 業者洗濯。

